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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 471/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4738   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  471/04     １０２　
   Ｃ０７Ｄ  471/04     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｐ   27/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4738   　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １０７　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ   25/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年9月5日(2016.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ピロロキノリンキノン類を含む溶液を樹脂吸着剤又は活性炭と接触させる工程を含む高純
度ピロロキノリンキノン類の製造方法。
【請求項２】
樹脂吸着剤又は活性炭の比表面積が１００ｍ2／ｇ以上であることを特徴とする請
求項１記載の製造方法。
【請求項３】
樹脂吸着剤がスチレン系またはアクリル系の骨格を有すること特徴とする請求項１又は２
記載の製造方法。
【請求項４】
ピロロキノリンキノン類が、式（１）の構造を有する酸化型ＰＱＱ、式（２）の構造を有
する還元型ＰＱＱ又はこれらの塩であることを特徴とする請求項１から３いずれか記載の
製造方法。
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【化１】

【化２】

【請求項５】
ピロロキノリンキノン類を含む溶液がピロロキノリンキノン培養液であることを特徴とす
る請求項１から４いずれか記載の製造方法。
【請求項６】
ピロロキノリンキノン類を含む溶液がピロロキノリンキノン培養液をｐＨ２から８にして
析出物を除去した溶液であることを特徴とする請求項１から４いずれか記載の製造方法。
【請求項７】
ピロロキノリンキノン類を含む溶液がピロロキノリンキノン培養液をｐＨ２から８にして
析出物を除去した溶液を晶析し、得られた結晶を溶解させた溶液であることを特徴とする
請求項１から４いずれか記載の製造方法。
【請求項８】
ピロロキノリンキノン類を含む溶液を樹脂吸着剤または活性炭と接触させる工程の後、
更にピロロキノリンキノン類を含む溶液を再結晶もしくはカラムクロマトグラフィーで精
製する工程を含む請求項１から７いずれか記載のピロロキノリンキノンの製造方法。
【請求項９】
カラムクロマトグラフィーで精製する工程において、塩基性条件で該ピロロキノリンキノ
ンを脱離させることを特徴とする請求項８記載の製造方法。
【請求項１０】
樹脂吸着剤又は活性炭と接触させることを特徴とする、ピロロキノリンキノン類と重金属
を含む混合溶液からの重金属除去方法。
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